
　
令
和
と
改
元
さ
れ
て
は
や
３
ヶ
月
が
過
ぎ
ま
し
た
が
、
７
月
は
梅
雨
寒
の
天

気
が
続
き
、
日
照
不
足
に
よ
る
農
作
物
等
の
被
害
が
心
配
さ
れ
ま
し
た
。

　
世
界
的
な
異
常
気
象
で
、
土
砂
崩
れ
や
川
の
氾
濫
が
頻
発
し
て
い
る
様
子
が

紙
面
を
に
ぎ
わ
し
て
い
ま
し
た
。

　
幸
い
に
し
て
、
笠
間
市
で
は
大
き
な
被
害
は
報
告
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。

　
７
月
末
に
な
っ
て
例
年
よ
り
遅
い
梅
雨
明
け
と
な
っ
た
途
端
の
猛
暑
は
、
屋

外
で
仕
事
を
す
る
方
々
に
と
っ
て
、
連
日
厳
し
い
暑
さ
と
の
戦
い
と
な
っ
て
い

る
こ
と
で
し
ょ
う
。

　
こ
ま
め
な
水
分
補
給
な
ど
の
熱
中
症
対
策
を
と
り
な
が
ら
、
健
康
と
怪
我
に

は
十
分
注
意
し
て
、
こ
の
夏
を
乗
り
切
り
ま
し
ょ
う
。

広
報
委
員
　
大
木
征
四
郎

　
昨
年
10
月
１
日
付
で
入
社
い

た
し
ま
し
た
上
野
雅
人
と
申
し

ま
す
。
生
ま
れ
も
育
ち
も
笠
間

市
（
旧
友
部
地
区
）
で
す
。

　
こ
れ
ま
で
は
、
総
務
・
経
理
・

ク
レ
ー
ム
対
応
等
の
事
務
の
仕

事
に
携
わ
っ
て
参
り
ま
し
た
。

　
毎
年
、
ロ
ッ
ク
イ
ン
ジ
ャ
パ

ン
に
行
く
の
が
私
の
楽
し
み
で

す
。
ま
た
、
水
泳
が
唯
一
得
意

な
ス
ポ
ー
ツ
で
す
。

　
精
一
杯
仕
事
に
取
り
組
ん
で

参
り
ま
す
の
で
、
何
卒
よ
ろ
し

く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
今
年
度
に
入
り
、
傷
害
事
故
２
件
、
賠
償
事
故
３
件
の
事
故
が
発
生
し
て
お
り
ま

す
。

　
傷
害
事
故
は
、
い
ず
れ
も
植
木
剪
定
中
の
事
故
で
、
作
動
中
の
ヘ
ッ
ジ
ト
リ
マ
ー

（
剪
定
用
バ
リ
カ
ン
）
に
接
触
し
た
こ
と
に
よ
る
手
指
の
裂
傷
と
、
三
脚
か
ら
落
下

し
、
手
首
の
複
雑
骨
折
を
負
う
と
い
う
大
き
な
事
故
に
な
り
ま
し
た
。

　
賠
償
事
故
は
、
２
件
が
草
刈
作
業
中
の
飛
び
石
に
よ
る
車
の
窓
ガ
ラ
ス
の
破
損
、

１
件
は
、
草
刈
作
業
中
に
照
明
器
具
の
電
線
を
切
断
す
る
と
い
う
事
故
で
し
た
。

　
こ
れ
ら
の
状
況
を
ふ
ま
え
、
７
月
18
日
の
理
事
会
に
お
い
て
、
就
業
中
に
起
き
た

事
故
に
つ
い
て
は
、
注
意
喚
起
を
促
し
教
訓
と
し
て
い
た
だ
く
た
め
に
、
８
月
以
降

の
事
故
か
ら
皆
さ
ん
に
周
知
す
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。
周
知
す
る
内
容
は
、
就
業
中

の
怪
我
や
第
三
者
（
シ
ル
バ
ー
の
機
材
も
含
む
）
へ
の
賠
償
、
就
業
場
所
と
の
往
復

時
の
交
通
事
故
な
ど
で
す
。

　
日
頃
よ
り
、
安
全
確
認
に
は
十
二
分
な
配
慮
を
し
、
健
康
管
理
に
努
め
、
始
業
前

点
検
の
実
施
、
ヘ
ル
メ
ッ
ト
な
ど
の
保
護
具
や
器
具
類
の
点
検
、
作
業
環
境
の
確
認

な
ど
、
自
分
自
身
を
守
る
最
大
の
努
力
を
す
る
と
と
も
に
、
会
員
、
事
務
局
一
丸
と

な
っ
て
、「
事
故
０
」
を
目
指
し
ま
し
ょ
う
。

編
　集
　後
　記

第25号
令和元年8月23日

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の
「
基
本
理
念
」

自
主 

…
…
セ
ン
タ
ー
を
私
達
の
も
の
と
し
て
考
え
ま
す
。

自
立 

…
…
セ
ン
タ
ー
を
私
達
の
力
で
育
て
ま
す
。

共
働 

…
…
私
達
は
い
つ
も
一
緒
に
働
き
ま
す
。

共
助 

…
…
私
達
は
互
い
に
助
け
合
い
ま
す
。
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令和元年度新体制でのスタート！

令和元年度定時総会開催
令和元年度運営状況報告

（４月～７月）

公共受注額

民間等受注額

受注額合計

受注件数

事業実績

 男性 女性 合計
会員数 235名 104名 339名

就業実人員

就業率

会員数・就業状況

定
時
総
会
報
告

日
　
時 

令
和
元
年
六
月
十
五
日
（
土
）

 

午
後
一
時
三
十
分
か
ら
午
後
二
時
四
十
分

会
　
場 

笠
間
市
立
友
部
公
民
館
大
ホ
ー
ル

会
員
数 

総
数 

三
三
八
名
（
総
会
当
日
現
在
）

出
席
者 

出
席 

八
四
名
　
委
任
状 

一
七
二
名

来
　
賓 

山
口
伸
樹
市
長
・
飯
田
正
憲
笠
間
市
市
議
会
議
長

 

常
井
洋
治
茨
城
県
議
会
議
員
・
村
上
典
男
茨
城
県

 

議
会
議
員

議
　
長 

小
野
勝
夫

議
事
録
署
名
人
　
　
小
野
勝
夫
・
磯
護

報
告
事
項

報
告
第
一
号 

平
成
三
十
年
度
補
正
予
算
に
つ
い
て

報
告
第
二
号 

配
分
金
規
約
の
改
正
に
つ
い
て

報
告
第
三
号 

令
和
元
年
度
事
業
計
画
に
つ
い
て

報
告
第
四
号 

令
和
元
年
度
収
支
予
算
に
つ
い
て

決
議
事
項

議
案
第
一
号
　
平
成
三
十
年
度
事
業
報
告
に
つ
い
て

議
案
第
二
号
　
定
款
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

議
案
第
三
号
　
理
事
及
び
監
事
の
選
任
に
つ
い
て

監
査
報
告

140,000,000
145,000,000
150,000,000
155,000,000
160,000,000
165,000,000
170,000,000
175,000,000
180,000,000

3,250
3,300
3,350
3,400
3,450
3,500
3,550
3,600
3,650
3,700

事業実績の推移

受注件数（件） 受注金額（円）

受注件数（件） 受注金額（円）
3,414
3,583
3,609
3,514
3,665
3,719

153,108,845
173,030,900
171,096,350
173,519,812
166,326,453
179,347,771

平成２５年度
平成２６年度
平成２７年度
平成２８年度
平成２９年度
平成30年度

平成30年度　発注者別事業実績

受注件数：3,719件

受注金額：179,347,771円

平成
２５
年度 平成

２6
年度 平成

２7
年度 平成

２8
年度 平成

30
年度平成

２9
年度

公共
民間
一般
合計

247
597
2,875
3,719

6.65
16.05
77.3
100.0

件数（件） 構成率（％）

公共
民間
一般
合計

56,395,651
59,124,976
63,827,144
179,347,771

31.45
32.96
35.59
100.0

件数（件） 構成率（％）

公共

民間

一般

公共

民間

一般

事
務
局
か
ら
の
お
知
ら
せ

職
員
紹
介



　
こ
の
た
び
前
小
野
理
事
長
の
後
任
と
し
て
、
理
事
長
に
就
任
い
た
し
ま

し
た
。
職
責
の
重
さ
を
改
め
て
感
じ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
が
、
会
員
の

方
々
、
関
係
者
の
方
々
に
ご
指
導
を
い
た
だ
き
な
が
ら
、
事
業
発
展
に
応
え

ら
れ
る
よ
う
努
め
て
ま
い
り
ま
す
の
で
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
過
日
の
定
時
総
会
で
の
ご
報
告
の
と
お
り
、
当
セ
ン
タ
ー
の
事
業
は
社

会
環
境
が
厳
し
い
な
か
会
員
が
増
え
る
と
と
も
に
、
契
約
金
額
も
順
調
に
伸
び
て
お
り
ま
す
。

　
こ
れ
も
登
録
さ
れ
て
い
る
３
３
０
余
名
の
会
員
一
人
ひ
と
り
が
持
っ
て
い
る
技
術
・
技
能
・

知
識
・
特
技
を
お
客
様
の
た
め
に
駆
使
し
、
お
客
様
に
一
生
懸
命
尽
く
さ
れ
た
賜
物
で
す
。
こ

れ
か
ら
も
今
ま
で
に
も
増
し
て
、
会
員
同
士
お
互
い
に
助
け
合
い
な
が
ら
信
頼
関
係
を
深
め
、

地
域
に
愛
さ
れ
、
必
要
と
さ
れ
る
シ
ル
バ
ー
で
あ
り
続
け
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　
さ
ら
に
、
就
業
に
当
た
っ
て
は
事
故
や
怪
我
を
無
く
し
、「
安
全
は
す
べ
て
に
優
先
す
る
」

と
い
う
言
葉
を
肝
に
銘
じ
な
が
ら
、
就
業
マ
ナ
ー
の
向
上
を
常
に
心
が
け
、
生
涯
現
役
を
目
指

し
て
ま
い
り
ま
し
ょ
う
。

　
今
期
、
任
期
満
了
に
よ
り
３
名
の
方
が
退
任
さ
れ
ま

し
た
。

　
小
野
勝
夫
理
事
長
は
、
理
事
を
４
年
間
、
さ
ら
に
、

平
成
29
年
か
ら
は
理
事
長
と
し
て
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン

タ
ー
を
率
い
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。
安
見
平
右
理
事
に

お
か
れ
ま
し
て
は
、
平
成
４
年
か
ら
10
年
間
の
永
き
に

わ
た
り
会
員
の
代
表
と
し
て
、
会
員
の
立
場
に
立
っ
た

意
見
を
常
に
発
信
し
て
こ
ら
れ
ま
し
た
。
髙
橋
征
男
理

事
は
、
６
年
間
を
理
事
と
し
て
、
お
人
柄
の
通
り
、
理

事
会
に
お
い
て
も
常
に
温
和
な
発
言
で
、
会
員
の
た
め

の
就
業
に
つ
い
て
お
心
を
砕
い
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

今
後
益
々
健
康
に
留
意
さ
れ
、
ご
活
躍
い
た
だ
き
ま
す

こ
と
を
、
心
よ
り
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

　
任
期
満
了
に
伴
い
、
理
事
会
で
選
考
の
う
え
承
認

さ
れ
た
11
名
の
理
事
及
び
２
名
の
監
事
候
補
者
が
定

時
総
会
に
お
い
て
満
場
一
致
で
承
認
が
得
ら
れ
ま
し

た
。

　
任
期
は
、
令
和
３
年
の
定
時
総
会
ま
で
で
す
。

　
な
お
、
各
理
事
は
総
務
部
会
・
事
業
部
会
の
い
ず

れ
か
に
所
属
し
、
こ
の
運
営
に
も
あ
た
り
ま
す
。

※  

◎
部
会
長
　
○
副
部
会
長

　
昨
年
度
ま
で
、
３
部
会
（
総
務
、

事
業
、
広
報
）
制
で
あ
っ
た
も
の
を

２
部
会
（
総
務
・
事
業
）
制
に
改
編

い
た
し
ま
し
た
。

　
部
会
の
所
掌
事
項
は
次
の
通
り
で

す
。

●
総
務
部
会

セ
ン
タ
ー
の
事
業
計
画
や
運
営
に

関
す
る
こ
と

会
員
の
就
業
に
関
す
る
こ
と

入
会
説
明
会
の
運
営
に
関
す
る
こ

と広
報
紙
の
発
行
に
関
す
る
こ
と

セ
ン
タ
ー
の
事
業
普
及
や
宣
伝
に

関
す
る
こ
と
等

●
事
業
部
会

会
員
へ
の
仕
事
の
提
供
に
関
す
る

こ
と

会
員
の
安
全
や
、
適
正
就
業
に
関

す
る
こ
と

職
群
班
活
動
の
活
性
化
や
、
職
群

班
長
会
議
の
運
営
に
関
す
る
こ
と

会
員
の
技
術
向
上
に
か
か
る
講
習

会
等
企
画
、
運
営
に
関
す
る
こ
と

等
　
な
お
、
事
業
部
会
理
事
は
安
全
・

適
正
就
業
委
員
も
兼
任
し
ま
す
。

　
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
に
15
年
以
上
在
籍
し
、
年

齢
が
75
歳
以
上
の
会
員
８
名
の
永
年
表
彰
を
行
い
ま
し

た
。
今
後
の
更
な
る
ご
活
躍
を
ご
祈
念
申
し
上
げ
ま
す
。

笠
間
地
区

鉾
田
　
利
子

川
之
辺
　
吉
乃

磯
　
護

成
瀬
　
功

大
槻
　
仁
一
郎

友
部
地
区

大
和
田
　
宣
明

吹
野
　
ハ
ツ
エ

岩
間
地
区

石
口
　
権
吉

　
　
　（
敬
称
略
） 

ご
あ
い
さ
つ
　
　
　
　
　
理
事
長
　
磯
　
護

退
任
理
事

理
事
・
監
事

　紹
介

部
会
構
成

　
笠
間
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
で
は
、
会
員

の
健
康
と
就
業
上
（
就
業
先
等
の
往
復
の
途
上
を

含
む
）
の
安
全
・
適
正
就
業
に
関
す
る
事
項
を
検

討
し
、
そ
の
対
策
を
推
進
す
る
た
め
に
、
安
全
・

適
正
就
業
委
員
会
を
設
け
て
い
ま
す
。
委
員
会

は
、
理
事
、
一
般
会
員
、
事
務
局
職
員
か
ら
構
成

さ
れ
、
巡
回
指
導
等
を
通
し
て
安
全
で
適
正
な
就

業
の
徹
底
を
図
り
ま
す
。

一
般
の
会
員
か
ら
委
嘱
さ
れ
た
皆
さ
ん

※ 

五
十
音
順

敬
称
略

安
全
・
適
正
就
業
委
員
会

永
年
表
彰

左から髙橋征男氏・安見平右氏・小野勝夫氏

当日都合により欠席された方々

川之辺吉乃会員大和田宣明会員石口権吉会員

成瀬功会員

磯護会員 鉾田利子会員

吹野ハツエ会員 大槻仁一郎会員

岩田孝司（新任）
（友部地区）

総務部会

飯島敏隆
（友部地区）

事業部会

塚田孝一（新任）
（笠間地区）

総務部会

田口賢三
（笠間地区）

事業部会

雨谷俊秀（新任）
（岩間地区）

事業部会

髙栁栄次
（友部地区）
○総務部会

田邉　純
（友部地区）

事業部会

川崎 譲 海藤 好三 磯 隆志

南指原 正 佐藤 榮 小松崎 健

大木征四郎
（友部地区）
◎総務部会

深澤東洋
（監事）

齋藤清三郎
（監事）

櫻井史晃
（常務理事）

稲見栄治副理事長
（友部地区）
◎事業部会


